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「狼の頭」の宣告を受け、 追われ者の身となったガメリンが、 ひとりで州の裁判集会にのりこんでいく場面 興味深い。
（）
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ance” ） 、ロビン・フッド物語を「バラッド」 （
“ballads” ）










































































as hanged by the nekke ・
and nought by the purs” （八八五行、筆者訳、傍点・下線筆者）といった表現は、
（）
もはや州長官たる長兄は陪審員や裁判官らを買収することができなくなったという意味で、あるいは金銭で国王から恩赦を買い取ることができなかったという意味で、じつに風刺がきいている。ま 、ガメリンが裁判官を裁判官席の「柵越しに」
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The Tale of G
am
elyn ）について」 『語学教育研究論叢』 （大東文化大学語学教育研究所） 、第四巻、
一九八七年、一五一～一六八頁
; 大関啓子「中世英詩『ガメリン物語』小論」 『實踐英文學』 、第四四巻、一九九四年、六三
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士たちは、その土地をすべて長男一人に与える家督相続の意向をもっていた。協議の結果 父のもっていた土地を二分し、二人の兄に継がせ、末子のガメリンは取り分なしという決定を下す。しかし、父 これを拒否し、ガメリンへの愛情もあって、死の床で三人 子供たちに土地財産を分与すること 決める。ところが、長兄は父 死後 末弟ガメリンから相続財産を奪い取り、ガメリン自身 衣食の世話はおろか 土地や借地人の管理 ないがしろにする。その結果、土地も家屋も荒れ放題になってしまう。成人した 長兄ジョンの不実に気づき非難する。これに対して兄は激怒 、下男に命じて彼を殴り倒そうとするも、ガメリンの怪力無双 目の当たりにし、態度を一変、ガメリンの願いをききい 和解する。二心ある長兄の真意など、ガメリン 知るよしもない。
	
　第二部（一六九～二八八行）の主題はレスリングの試合である。折からレスリングの試合が催されることを聞きつけた





がかかり、門が閉まっていることを知る。ガメリンは閂を蹴飛ばすと、逃げ出した門番を追い駆け、一撃を加えたあと、井戸に放り込んでしまう。その後、一緒にやってきた取り巻き連中と もに七日七晩にわたって勝利の祝宴 くりひろげ、長兄の酒蔵に残っていた葡萄酒をほとんど飲み尽くし しまう。こう て、ガメリンは長兄に対して物質的損害を与える。その間、兄のほうは苛立ちを覚えながら なすすべもなく小塔に閉じこもったきりであっ 。
	
　第四部（三四一～五五〇行）は、長兄の復讐とガメリンの受難がテーマとなる。一週間にわたる祝宴が終わり、客人た
ちが暇乞いをすると、ついに長兄が姿をあらわ 、ガメリンが自分の蓄えを食いつぶし しま こと 烈 く叱責する。ガメリンは一六年間自分の土地財産をわが物にして長兄が儲けた分を 宴会の飲 費で帳消しにしてやる いって、みずからの行為を正当化 。ガメリンが憤慨しているのは、あくまで自分の土地とそ からのあが を長兄が横領した事実に対してなのである。長兄は自分の立場が不利になると悟るや、ガメリン 跡目 すると約束したうえで、偽誓の罪を犯さないですむよう、ガメリンに手足を縛らせてくれと懇願する。ガメリンが館に入る際、抵抗した門番が井戸に放り込まれたが、それに激怒した長兄は ガメリンを縛っ 、その自由を奪うことを人びと 誓言していたの る。それゆえ、もしガメリンに自由を与えたら、誓約違反 なるという理屈で 。それは 中世にあっては神の怒りにふれる恐ろ い行為でもあった。ガメリンの手足を縛り上げると、長兄は広間 柱にくくりつけ、 目にさらした ガメリンは食べ物もいっさい与えられず、物心両面 苦痛を受け 。そ したなか、長兄の主催により宴会 ひらかれる。客人と 招かれた二名の大修道院長と一名の小修道院 はガメリンに無礼な言葉 吐き、彼 罵倒する。激昂 たガメリンは家令アダムの助太刀を得て、修道院長らに痛打を浴びせ 唖然として立ち尽くす兄 枷 はめ 。 とアダムがはたら た狼藉は、国王の平和を乱すものとして州長官のもとに伝えられ、州 官 ガメリンの逮捕にのりだす。
	
　第五部（五五一～七六八行）では、アウトローになったガメリンと家令アダムの森での生活ぶりが描かれる。ガメリン
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dgar F.Shannon,Jr. op.cit.,p.460; 小山貞夫『中世イ
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いわゆる「人間狼」の史料初出 サリカ法典第五五章の二 、その前後に関連条項がある。この点については、熊本大学法学部准教授・苑田亜矢先生よりご教示を賜った。記して感謝の意を表したい。久保正幡訳『サリカ法典』 （西洋法制史料叢書二） 、創文社、一九七七年、第五五章の一～四
；同訳『リブリア法典』 （西洋法制史料叢書一） 、創文社、一九七七年、











[6] Si quis sancte ecclesie pacem
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レスリングの勝者への褒美は『ガメリン』では牡羊と指輪であり（一八四、 一八六、 二八〇、 二八一、 二八三行） 、 『武勲』では牡牛、駿馬、手袋、指輪、それにワイ である（一三六、 一三七連） 。
（
）	 『ガメリン』では門番は長兄の館（二八七、 二九三、 二九五、 二九九、 三〇三、 三七二行）とガメリンの館（五五九、 五六一、五六六、 五六七、 五七一、 五七三、 五七七、 五八〇行）に登場する。 『武勲』の門番はヨークの聖マリア修道院のそれである（九八、 九九、 一〇〇、 一〇一連） 。
（
）	 『ガメリン』でも『武勲』でも、手下 数は一四〇名である（ 『ガメリン』六二八行、 『武勲』三八九連） 。 「一四〇」 （
sevene 
score ）という数字は『武勲』では他の箇所でも使われている。 「一四〇頭の鹿」 （一八五連） 、 「勇ましい自由民が一四〇人」
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たとえば、一三一六年には、三シリング相当のカーペット二枚、三シリング相当のオーヴァコート一着、六ペ ス相当の羊毛と糸、それに六ペンス相当の皿一枚を盗んだ二人の女性が絞首刑に処 れてい （
G
raham
 Platts, op..cit.,p.55 ） 。
